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Abstract 


Flies breeding out from the bones of 2 cows placed as the refuse at the yard of the 
Slaughterhouse of Nagasaki City and also their parasites were examined each in May, 
August and October, 1962. The bone weight of a cow was 14.46kg on an average at the 
start of the exposure to flies, but it decreasd to 9.20kg when all flies completed to emerge. 
In total, 12,769 flies belonging to 16 species emerged from the cow bones in all the 
experiment. Among them, predominant species were Chrysomya pinguis and Calli phora grahami 
in May, Boettcherisca peregrina in August, Lucilia sericata and Calliphora lata in October. Hy- 
menopterous parasites, Exolytus laevigatus, Aphaereta sp. and Brachymeria fonscolombei emerged 


from flies infesting the cow bones. 


* 長 崎 大 学 熱 帯 医学 研究 所 業績 第 572 号 


は じ 


エ 類 の 発生 源 と し て 両 要 で ある こと と は 婚 
に Green(1951, 1952, 1953) が 指摘 し た と と ろ で ある が 
わが 国 で 調べ た 報告 は は と ん ど ご ない. A 廃物 
と し て 出さ れる aoe は 家畜 を 運ぶ 時 に 使用 し た 敷き 
わら , HE 留 中 の 家畜 の 排 洪 物 , 飛 役 時 に 出さ れ 
Se OTR HS. と れ ら の 中 で ハエ 類 の 
発生 源 と し て 最も 問題 に な る の は 臓物 , 特に 坦 内 容 物 
で ある が , RUOURSHNKB WHC, 毎日 と これら 
の 騰 哲 を 脱水 機 に か け て 固形 物 と 液体 と に 分 離し 、 固 
形 物 は 敷き わら 等 と 共に 焼 用 し , 液体 は 他 の 汚水 と 共 
に 浄化 槽 を 通過 させ て か ら 放 流し て いる の で ハエ の 発 
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cGBEO 


化成 場 へ 運ば れる の で , と 
し ば し ば ハエ を 発生 きせ て いる . 特に 
NSR 


由 な 侵入 を 誕 


HROKOS 


COU COMES RIC 


DKW TREC PISOC, ハエ の 日 
Ly かなり の ハエ を 発生 させ て いる . 本 報 で は 比較 的 
設備 の 調 っ て いる 長崎 市 営 屋 畜 場 で 春 , 
FCEE DORES Sx 
つい て 述べ る . 

稿 を すす め る 前 に , 実験 の 指導 を し て いた ゞ いた 恩 
師 大 森 南 三郎 名 准 数 授 に 厚く お 礼 申し 上 げ る . 


実験 場所 及び 方法 


HH は 長崎 市 の 郊 2 ics Api ERES 


SUERTE 


場内 へ る 侵入 し て いた と 思わ れる . 


実験 は BA 


場 で ある . と の 届 畜 場 は 実験 当時 改築 され た ば か り で の ハエ 族 相 が 季節 と よっ て 異な る こと を 考 冊 し て 1962 
ADM RBI, HORE, HCAS ROR 年 5 月 , 8 月 , 及び 10 月 た 夫々 1 回 行なっ た . 各回 共 , 
備 を 調え て いた の で , ハエ の 発生 源 と し て 問題 に な る 当 日 層 殺 され た 2 頭 の 牛 付 を 1 頭 分 ずつ 列 々 に 重 さ を 
OILS SICK OT (大 部 分 が 重 骨 で , 頭 部 及び Wo CHAR (RX, 1959) に 収容 し , 犬 や 猫 の 害 を 防 
四股 か ら 筋 肉 を 取 去 っ た 残り ) だ け で あっ た . FINO ぐ た め ハ エ の 人 入 を 妨げ な い 程 度 の 間隙 の ある 格子 状 
層 齋 頭数 は 約 2 万 頭 で , この 中 月 が 最も 多く て 約 8026 の 蓋 を を し て 層 音 場 の 請 置 場 附 近 に 置き , 6~ 7 日間 ハ 
を 占め , 和牛 は 月 に 次 いで 多く 約 15 必 を 占め て いた . と エ に 蝶 し た 後 研究 所 に 運び , 箱 内 の 四隅 に 乾い た 鍋 周 
Om malt. R, 南 及 び 北 側 の 三方 を 山 に 囲ま れ て い ZAN TR kae L, 羽化 し た ハエ が 回 収 出 来る よ 
る が , その すぐ 西 隣 に は 約 200 頭 の KEREL TO うに ハエ トラ ッ プ を 取付 けた 蓋 を し て 屋外 の 自然 温度 
KERSO, Cold BU HEIKO BRIT 0 it 下 に 置い た . EASE LEO TH SLE RA 7 
れ た 敷き わら が 散在 し て いて , 常時 か な り 大 量 の ハエ を 交換 し て 羽化 し て くる ハエ の 種類 性別 , 数 , 及び 
を 発生 きせ て いた の で , と と か ら 発 生 し た ハエ が 層間 寄生 蜂 の 種 類 と 数 を 調べ た . また , 実験 期間 店 は 毎週 
Table 1. The period of the exposure of the bones of a cow for fly breeding at the yard 
of the Slaughterhouse of Nagasaki City in 1962, and the period of the emer- 
gence of flies from the bones kept in a fly-rearing-box after the exposure. 
Cow Exposure of cow bones Emergence of flies 
No. es d , 
Period days Period days 
1 May 8 — May 15 7 May 28 一 Jun. 16 19 
2 May 8 — May 15 7 May 28 — Jun, 19 22 
3 Aug. 21 一 Aug. 27 6 Sept. 5 — Sept, 21 16 
4 Aug. 21 一 Aug. 27 6 Sept. 5 — Oct. 26 21 
5 Oct. 26 — Nov. 2 7 Dec. 11 一 Jan  14* 34 
6 Oct. 26 一 Nov 2 7 Dec, 11 -— Jan. 14% 34 


*The rearing box containing the cow bones, 
1962. 


of 25?C in December 3, 
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moved into the room 
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ES 


1 回 , EEEAESO AEQ APRES E LERRA 
エト ラッ プ を 設置 し て ハエ 成虫 の 採集 を 行ない , BA 


実験 結 


BBA CEE LICL, 及び その 和牛 骨 


か ら ハ エ が 羽化 し た 期間 を 第 1 表 に 示し た . 


と の 表 か 


ら わ か る よう に 骨 を ハエ に 喋 し た 期間 は 5 月 と 10 月 に 


は 夫々 7 日間 , 8 


日 に は 6 日 間 で ある 。 8 


月 の 高温 時 


IK $i 


場内 の ハエ 


果 及び 考察 


Table 2. 


族 相 を 調査 し た . 


Weights of the bones of each cow 
used for the experiment at the start of the 
exposure for fly breeding (fresh) and at the 
end of the emergence of flies(dried) at the 
yard of the Slaughterhouse of Nagasaki City. 


ic6 日 間 と し た の は , それ 以上 放置 する と 一 部 の 幼虫 Fresh Dried 上 oss in weignt 
が 飼育 箱 か ら 脱 出し 始め る か ら で あ る . ハエ 成虫 の 羽 Cow No. l 
化 は 5 月 に は 必殺 当日 か ら 数 えて 20 日 後 か ら 8 月 に Chg) — (Oo — (o W 
は 15 日 後 か ら み られ た が , 10 月 に ハエ に 喋 し た も の で i 1915. DS Ao c2 
は その 後 気温 が 低下 し て 約 1 ヵ月 経過 し て も ハエ が 羽 
2 17.05 10, 46 6. 59 38. 7 
化し て 来 な か っ た の で , 12H 3 HICHOA o TOA 
育 箱 を 25°C の 恒温 室 に 移し た と と ろ , 12 月 11 日 か ら ? Unde MEL EUM ES 
ハエ の 羽化 が み ら れ た 。 ハ エ が 羽化 し た 期間 は 16 日 ン 4 14. 40 9. 25 ». 15 35.8 
34 月間 で , 25°C の 恒温 室 に 移し た 秋 の 2 例 で 特に 長 か 5 11.95 7280 415 34.7 
っ た が , と れ は 恒温 室内 が 比較 的 乾燥 し て いた と と か 6 1235 802 433 35.1 
ら 考 えて , ALOMHE RISMORMRCHADHS KE 
うに 思わ れる . 層 殺 直後 及び ハエ が 発生 し た 後 の 供 試 Mean 14. 46 9, 20 5. 26 36.4 
Table 3. Species and numbers of flies emerged from the bones of each cow 
at the yard of the Slaughterhouse of Nagasaki City. 
Cow No. | 
\ 1 2 | 3 4 5 6 Total 
M. No. & % of flies | 
Ne No. % |No. Ø% |Mo. % |No. % |No Z% |No Z No. 25 
Species. | 
Helomyza modesta | | 1 0.08 1 0.01 
Ophyra nigra | 4 0.15, 28 0.86 2 0.07 22 123 | 56 0.44 
Fannia scalalis | 31 0.95 31 0.24 
Fata: pri sca | 28 0.87183 5.59 3 01| 24 1.34 233 1.82 
Muscina stabulans 32 0. 98 | | 32 0.25 
Muscina angustifrons 2 0.08 35 1.07 | 87. 0.29 
Musca domestica vicina | 1 0.03 1 004 5 0,28 7 0.05 
Calliphora lata | | 3 3 27.01 346 32.07| 669 5,24 
Calliphora grahami 191 7.211107 33.84 1298 10.17 
Lucilia sericata 68 2.57 369 1l. 28 67 2,40 40 2.24 739 63. | 556 51.53, 1859 14.56 
Lucilia cuprina 2 0.06 1 0,06 57 477 34 5.00 114 0,89 
Hemipyrellia ligurriens | | 28 1.00 37 2.07 | 65 0.51 
Chrysomya pinguis 2001 75.571277 39,04 80 287 7 039 | 1 0.09 3366 26.36 
Boettcherisca peregrina 359 13. 56 206 6. 30 2583 92.611647 92.22) 56 4. 68 122 11, 31| 4973 38.95 
Boettcherisca similis | 25 090 2 0.11 | | 27 0.21 
Ptecticus tenebrifer | | 1 0,06 1 0C.O1 
Total (2648 100. 00 3271 100. 002789 100, 001786 100.0 |1196 100. 001079 100, 00, 12769 100.00 


AED HU 
pe eee cc pecore 
用 し た も の に つい て は 11.95 ン 17.05k9, 平均 14.46kq 
で あっ た . ハエ が 発生 し た 後 の 乾 燥 し た も の で は 7.80 
7-10.46Kg, 平均 9.20kg で 約 36. 4 の 減少 を 示し た . 
FEAA 2 頭 , 合計 6 頭 分 の 生 呈 から 発生 し た ハエ 
の 種類 と 数 は , 第 3 表 に 示す よう に 全体 で は 6 科 12 属 


1658, 12769 個 体 で , 41 頭 分 の 呈 か ら 平 均 約 2000 個 
体 の ハエ が 発生 する こと が わか っ た . 各種 類 の 発生 数 


は 季節 に よっ て 著しく 異な り , 5 月 (No. 1,2) に は ホ 
ホ グ ロ オビ キン バエ (Chrysomya pinguis) と ケ ブ カ ク 
ロバ エ (Calliphora grahami) の 発生 数 が 特に 多く, 

や セン チー ニク. バエ 
Boeticherisca peregrina) も か な り 発生 し て いる が 8 月 


ヒロ ズ キ ン バエ (Lucila sericata) 


EL, 他 種 の 発生 数 は 極め て 少な い . 


Tso AP BAK 


MOM m 
クロ バエ (Calliphora lata) 33]: 
uS le] CERSA C IR] UNIS 
いて 採集 し た 成績 (第 4 表 ) と 比 
は あま りみ られ ず , 和牛 骨 か ら 多 発し た ホホ グ 


相関 関係 


こ 比 べ て 種類 数 , 3 


15 
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19 月 (No. 5,6) 


以上 述 -^ 
ARH Fy TEM 
RTA, 両者 の 問 に 


ロ オ ビ キ ン バエ , ケ ブ カ ク ロバ エ , セン チ ニ ク バ エ * 


ロ ズ キ ン バ 
採集 され て お ら ず 
た ミ Ji キン ノバ 


多く 採集 され て いる 


ee ッ プ に 多く 誘 
と 思わ れる . また , と の 成績 を 既報 Chae 


1959) 


発生 数 共に か な り 少 
で は ヒロ ズ キ ン バ エ と オオ 
較 的 多い . 


だ 


E 


Ly オオ クロ パ バエ 等 は トラ ッ プ で は あま り 
逆 に 和牛 骨 か ら は 全く 発生 し な か っ 
x(Lucilia illustris) が トラ ッ プ で は 特 
. と れ は た ぶん 隣接 の 豚舎 で 発 
5 月 | され た こと と に よる 


の 


小動物 戻 から 発生 し た ハエ 類 と 比較 する と , YR 


(No. 3, 4) に は セン チ ニ ク バ エ だ けが 圧倒 的 に 多く 発 か ら 多発 する ミド リキ ン バ エ と トウ キョ ウキ ン バ エ 
Tabie 4. Species and numbers of flies collected by a fish-baited-cage-trap at the yard of 
the Slaughterhouse of Nagasaki City for the period of the experiment in 1962. 
| 
May 9 | May 16 | Aug 21 | Aug 28 | Oct, 23 | Oct. 30 | Total 
Species ! 
No. & No. & No. みみ No. %&% | No. % | No & No, 25 
| 

Helomyza modesta os | 7 - - | 2 0.16 
Ophyra leucostoma — | 2 0.51 18 10.40 2 222 7 5.60 2 102 | dr wo 
Ophyra nigra | 3 4.73 | | 3 0.24 
Fannia scalaris 1 0.25 4 231 2 102 7 0.57 
Fannia prisca | 5 2.89 | 1 080 4 204 4 156 14 113 
Anthomyia illocata | 2 L 60) 2 0.16 
Muscina angustifrons 6 1,52 2 1,16 8 0.65 
Calliphora lata 18 4.57] 1 058 4 2,04) 57 22.18 80 6.48 
Calliphora grahami 21 5.33) 16 9.25 。 37 3.00 
Lucilia sericata 5 127] 13 7. 51 1 Lill 2 102| 2 078 23 1.86 
Lucilia cuprina | | 1 0.51 10 3.89 11 0.89 
Lucilia illustris | 323 81.98 72 41, 62 57 63.33) 72 57 60 141 71.94| 152 59.14 817 66.15 
Lucilia porphyrina 3 0.76 1 0,51) 6 233 10 0.81 
Hemipyrellia ligurriens 7 7,78 13 10.40 2 0.78 22 1.78 
Chrysomya megacephala | 2 160 1 0.39 3 0.24 
Chrysomya pinguis 7 1.78 26 15.08 3 3.33 11 8.80 19 969 14  5.45| 80 6.48 
Helicophagella melanura | 2 222 | 2 0.16 
Parasarcophaga albiceps 1 58 | 1 6.51) 1 039 3 0.24 
Parasarcophaga misera ER: 58 1 0.08 
iai m boum | | | p^ 9898 
Boettcherisca peregrina 3 076 6 347 13 1444 10 800 16 816 6 2 33,84 437 
Boettcherisca simi lis 2 0,51) 5 2, 39 5 5. 56, 7 35.60) 3 1.53 2 0. 78 24 1.94 

Total 394 100.00 173 100.00| 90 100,00 125 100.00! 196 100.00| 257 100,00, 1235 100, 00 


00 
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Table 5. Numbers of hymenopterous parasites emerged from flies infesting the bones 
of each cow at the yard of the Slaughterhouse of Nagasaki City. 
BE ro 

MIU Rol 1 2 3 4 5 6 Total 

Species | 
Exolytus laevigatus 1 1 2 
Aphaercta sp. 1 18 5 24 
Brachymeria fonscolombei 378 564 1 1 944 
Total 0 1 378 566 19 6 | 970 


CHemipyrellia ligurriens) が 生 骨 か ら は 全く , あるいは 
極め て 少数 し か 発生 せ ず , xc NEEDS i x03 
ど 多 く 発 生 し な い セ ンチ ニク バエ , ホホ グロ オビ キン 
バエ 等 が 多発 し て いる . と この よう に 和牛 骨 か ら 発 生 す る 
DCJRIIAVINEVA BED o HBAS 2 o cB Cub» 
趣 を 異 に し , 特に , 便 地 か ら 大 発生 する セン チ ニ ク バ 
DORK, 福田 , 1963) が 和牛 骨 か ら 多 発し た と と は , 頭 部 
に 残さ きれ て いる 水分 の 多い 脳 実質 が この ハエ の 発生 源 
と し て 多く 利用 され て いる と と に よる も の と 思わ れ , 


ま 


1) 居 畜 場 で 廃物 と し て 出さ れる 和牛 骨 が ハエ の 発生 
源 と し て どの よう に 役立っ て いる か と いう と と を 知る 
た め に , 1962 年 5 月 , 8 月 , 及び 10 月 に 夫々 28804 
骨 を 1 頭 分 ずつ 別々 に 層 殺 当日 飼育 箱 に 収容 し , IAG 
場 の 骨 置 場 附近 で 6 7 日 間 ハ エ ェ に 蝶 し て か ら ト ラッ 
プ 付 の 著 を し て 羽化 し て くる ハエ 及び その 寄生 蜂 を 調 
NE 

2) 実験 に 供し た 生 骨 の 重 さ は 1 AO OLA CER 
直後 に は 14.46kg, ハエ が 発生 し た 後 の 乾 燥 し た も の 
で は 9.20 婦 で 約 36. 4 久 減 少 す る と と が わか っ た. 

3) と の 実験 を 通じ て 和牛 骨 か ら 発 生 し た ハエ 類 の 合 
計数 は 6 科 , 12 属 , 16 種 , 12769 個 体 で , 4-1 頭 分 の 
骨 か ら 平 均 約 2090 個 体 の ハエ が 発生 し , その 中 で 主 な 


H 


と これ は 居 畜 場 の 牛 骨 か ら 発 生 す る ハエ 類 の 特徴 で ある . 
よう に 思わ れる . 

今回 の 実験 を 通じ て 発生 し た 寄生 蜂 は 第 5 表 に 示す 
よう に オナ シ ハ ラ ア カ ヒ メ バチ (Exelytus laevigatus),. 
コマ ユ バ チ 科 の 1 種 (Aphaereta sp.) 及び アカ アシ ブ 
トコ バチ (Brachymeria fonscolombei) の 3 種 で 。 と の 
中 アカ アシ ブ ト コバ チ が 夏 に 多発 する と と が 注目 され , 
セン チ ニ ク バ エ が 主 な 寄主 で ある と 思わ れる . 


め 


種類 は 5 月 に は ホホ グロ オビ キン バエ と ケ ブ カ クロ バ 
r, 8 月 に は セン チ ニ ク バ パ バエ, 10 月 に は ヒロ ズ キ ン で 
エ と オオ クロ バエ で , 急 肉 金網 トラ ッ プ で 採集 され る 
ハエ 族 相 と の 相関 関係 は あま りみ られ な か っ た . 小 動 
物 慣 か ら 多発 する を ミドリ キン バ エ と トウ キョ ウキ ン バ 
エ が 全く , ある い は 極め て 少数 し か 発生 せ ず , 便 池 か 
ら 多発 する セン チー ニク バエ が 最も 多く 発生 し た と と は 。. 
層 畜 場 の 生 骨 か ら 発 生 す る ハエ 類 の 特徴 と 思わ れる . 
4) 寄生 蜂 は オナ シ ハ ラ ア カ ヒ メ バチ , コマ ユ バ チ 
BOE, 及び アカ アシ ブ ト コバ チ の 53 種 が 発生 し た が , 
と の 中 で アカ アシ プ ブ ト コバ チ が 夏 に 多発 する と と が 注 
Had 主 な 寄主 は セン チー ニーク バエ で ある と 思わ れる .. 
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